平成　　年　　月　　日（　　）

道徳　本日のテーマ～法やきまりの意義・進んで守るとともによりよいあり方について考える

　　　Ｑ～こどものための哲学「ルールって本当に必要？」を視聴して
　新学年のこの時期は、学校内外の規則・ルールを確認するときです。社会に法律や規則、マナーがあるように、学校や部活動にも校則やきまりがあります。新入生のみなさんは中学校の校則に息苦しさを感じたかもしれません。学校生活に慣れた上級生の中には、きまりをおろそかにして注意を受けたり、「こんな校則に意味があるのか」と疑問を持っている人がいるかもしれません。本日視聴するのは、「ルールって本当に必要？」という子どもの哲学番組です。小学生に向けた番組ですが、ルールについて改めて考えるきっかけになる内容です。ルールに対する自分の意識や姿勢を反省し、校則やきまりの意義を考えながら視聴してみましょう。

１．ルールはなぜ必要でしょうか。ルールをつくる目的は何でしょうか。番組の内容も参考にして、その理由をなるべくたくさんあげてみましょう。

２．歴史で習ったことを思い出し、今の世の中を見て次の質問に答えてください。

　１）これはすばらしい、社会が大きく進歩した、と思う法（憲法・法律・決めごと）をいくつでもあげてください。

　２）反対に、これは良くなかったと思う悪法やあまり必要ない、と思うきまりをあげてください。

　３）今の世界、日本の社会にもっと必要だと思うルールを考え書いてください。

３．学校の校則やきまりに対し、今までの自分を反省してみましょう。１つに○をつけてください。

　　　ａ．全体的に守っている　　　　ｂ．守れないものもあった　　　ｃ．守れないものが多かった

４．守れない、疑問を感じるきまりやルールに対しては、それを破るのではなく、守りながら変えようとする姿勢が大切です。そこで次の質問に答えてください。

　１）学校生活の中で、もっとみんなに守って欲しい、と思うことをいくつでもあげてください。

２）校則やきまりで、ここは変えて欲しい、と思うものをいくつでもあげてください。

　３）校則やきまりを変えるにはどうしたらよいでしょうか。あなたの考えを書いてください。

５．規則やルールについて改めて考えたことやルールに対する自分の姿勢について反省することなどを書いてください。

「きまり」に関して…自由を制限する「きまり」は何のためにあるのか、自分の問題としてしっかり考えたいものです。安易に違反する人、規制されるままに何も考えず従う人、どちらにも問題があるように思います。違反がはびこる社会は不安です。環境が変わる中で「きまり」が変わらないのは窮屈なものです。民主主義の世の中で「きまり」を知り、考える姿勢が大切です。

　　年　　組　　　番[氏名]　　　　　　　　　　　　
